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チャの開花と結実

静岡県立大学
茶学総合研究センター 中村順行

図表については「茶
樹の開花と結実」淵
之上康元、淵之上
弘子より引用

花はなぜ咲くのか？

栄養成長 ⇒ 生殖成長

花は実をつけるために咲き、
子孫を残すことを目的とする

作物には大きく分けて２種類ある

果実、種子の収穫を目的とする作物

葉、芽、茎の収穫を目的とする作物

栽培管理法が異なる

栄養成長により充実した体に、生殖成
長により実をつけさせることが重要。
体だけを作っても良い実がならない。
体ができていないと良い実にならない

栄養成長だけをつづけ、
生殖成長をさせないこと
が重要。

栄養成長と生殖成長 チャの花芽は短日条件

http://lab.agr.hokudai.ac.jp/botagr/sakumotsu/documents/5biol2plant.pdf より引用

花芽の分化

新芽の生育
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一番茶 二番茶 三番茶 四番茶 秋整枝
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茶の栄養成長と生殖成長

チャの種子は花が咲いて1年後に収穫できる

チャの花はどこに咲くのか？

生長しつづけている新芽には
花は咲かない
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花は葉の変形
6～10月にかけて、条件により
葉芽が花芽に変化し、9月ころ
から開花する

頂芽は花
芽分化しに
くい (頂
芽優勢)

花は葉の変化したもの

栄養成長が盛んな新梢には花は咲かない
⇒三・四番茶を収穫する茶園には
花は見られない

花のつきやすい枝条とは

樹勢の良い枝条樹勢の悪い枝条

頂芽が伸び続けている枝条には花芽はつきにくい

チャの花の形

花柱の長さと分岐の位
置、雄蕊との相対位置
により品種や種の同定
も可能

アッサムタイプ

中国種タイプ
花柱の形と分岐位置による分類

花の咲く時期は？ 花の咲く時期は、静岡では
9月中旬から12月上旬まで

冬の寒さにより花は咲かなく
なり、花粉管も伸びなくなり
受精しにくくなる

花粉は低温に弱い

気温が10℃以下になってくる
と花粉管の伸長は見られず、
発芽能力も低下する
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どのようにしたらたくさん咲くのか？ 花をたくさんつけるための要因

栄養成長を生殖成長に切り換える
収量性が高く良い茶園から、芽の生育しな
い茶園にすること

芽の生育しにくい枝条とは？
①出開き、硬化した芽
②栄養不良の芽
③更新されていない枝条
④ウンカなどに吸汁され、
生育を停止した枝条

⑤立ち枯れ症状などで枯れそうな枝条

どのようにしたら良いのか？

新芽の生育をさせない茶園づくりとは？

①栄養成分の吸収を妨げる
⇒断根する、施肥しない

②水分を制限する
③更新したり、摘採をしないこと
④物理化学性の悪い茶園(根張りの悪い茶園)

一方、充実した大きな種子を得るためには

①母葉が大きく、充実していること
②冬季に落葉なく、光合成が十二分にできること
③枝条が太いこと
④P.K等の栄養に富んでいること

チャの果実と種子

品種間差もあるが、
概して受精が良い
場合には充実した
種子が多く採取で
きる

一粒果から四粒果
までの様相

種子の大きさと１果中の種子数
１果中の種子数の品種間差異

１果内における種子数には品種間差異があり、3粒果実
の多いものや１粒果実が中心の品種もある
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花と結実の関係 チャは他家受精植物

・在来種は１株づつ遺伝子が異なるため種子が多い
・やぶきただけの茶園では種子が少ない

他家と自家受精の違い

三粒入り果実を多
くするためには

★受精をしっか
りと行わせる
こと

★花粉の発芽率
が良いこと

★他家受精をさ
せること

花粉は訪花昆虫により運ばれ、受精する 時期別落下率

未受精落果

生理的落果

落果時期には大きく3種類ある
①生理的落果
②冬季の寒害による落果
③生理的落果

花は咲いても種子は実らない
(一般茶園の摘採面には種子はできない)

・自家不和合で受精しにくい
・冬季の寒害で花梗部が枯死
・整枝などで刈り落とされる

累積落果率の推移

未受精落果

生理的落果

無授粉や自然受粉の果実は
９０％以上が落下してしまう
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荒廃茶園 種子を多く収獲するには採種用
茶園に切り換える必要がある

荒廃茶園のなかは葉もなく、花や果実は少ない

このような荒廃茶園では
果実ができない

多くの果実が収穫可能な茶株

葉が十分な太陽を浴び、
枝が密でない状態

本年の秋にすべきこと

☆在来種の放棄茶園を探せ

☆茶園の周辺部で採種

☆種子を拾うより、果実を収穫したほうが楽

（果実の収穫時期は9月下旬から10月中旬？

種子に黒い部分があればOK）

（2～3日間陰干しすれば、種子がはじけ出る)

★可能ならばシートや被覆資材を地面に敷いて

おくと種子を集めやすい

来年度に向けてすべきこと

★品種が混在している放棄茶園を選び、中切り

更新し、1列おきに抜根する

★新梢が伸びてきたら日陰にならないように適当

に枝を間引く

★冬季に風の強い場所では弱い枝の先端を止め

るか、防風処置を施し落葉を防ぐ

★ミツバチを放飼するのも良い

引用文献

今回使用した図表の大部分は、「茶樹の開花と結実」淵之上康元、淵之上弘子より引用。
また、図版の一部は、何のために「花」は咲くのか？ ⑤生物学Ⅱ植物.ppt

（http://lab.agr.hokudai.ac.jp/botagr/sakumotsu/documents/5biol2plant.pdf） から引用。

今年の秋は、茶の種子を
採取してみよう!!


